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現状の課題
3

原子力・水力・地熱等

火力

太陽光（ＰＶ）

需要

・再生可能エネルギーの主力電源化や，ＺＥＨ等により住宅用ＰＶの普及

が促進されている．一方，ＰＶ余剰電力の影響等により，出力制御など

系統調整力の課題が顕在化している．

需要と供給のイメージ（揚水等含まず）

＊2018/4/19 九州エリアの発電状況を参考に作成

時

ＰＶ余剰電力
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需給状況と市場価格 4

原子力・水力・地熱等

火力

ＰＶ

卸電力市場価格
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・現在，電力の需給状況に応じて卸電力市場価格は変動している

2018/4/19 九州エリア
発電状況（*)とJEPXエリアプライス

(*)揚水等除く

時

価格高騰
（需要＞供給）

価格下落
（需要＜供給）
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今回の目的

・また，Ｖ２Ｈシステム（ＥＶとＶ２Ｈの組合せ）は，系統需給調整の有

望なアイテムとして期待されている．

5

・系統の需給調整する方向にユーザーの行動を変容させる一つの手段とし

て，需給状況に応じて弾力的に家庭電気料金を変動させる事（ダイナ

ミックプライシング）が考えられる

・今回は，家庭用蓄電池等とシミュレーション比較してＶ２Ｈシステム

のＰＶ余剰電力吸収，需要抑制等の系統需給調整に関する潜在能力を

確認する．
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Ｖ２Ｈとは（１）
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クルマの電化 住宅の電化

Ｖ２Ｈはクルマ と家 のエネルギー をつなぎます



© Mitsubishi Electric Corporation

8

Vehicle to Home

系統 ＰＶ

ＥＶ

Ｖ２Ｈはクルマを 走る蓄電池に 変えます

Ｖ２Ｈとは（２）

当社SMRAT V2Hのシステム構成例

充電

給電
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Ｖ２Ｈシステムの特長 9

Ｖ２Ｈシステム ＥＶのみ 家庭用蓄電池

バッテリー
容量

～６２kWh ～６２kWh ～１６.６kWh

バッテリー
消費の形態

充電可能場所 自宅，外出先 自宅，外出先 自宅のみ

余剰電力
吸収能力 ◎ △ 〇

ＳＢ

残

給電

走行
空き
容量

Ｖ２Ｈシステムは，ＥＶの大容量バッテリーを利用でき，

１）走行消費と宅内給電の両方でバッテリー空き容量を確保．

２）自宅でも外出先でも充電でき，ＰＶ余剰電力の吸収が可能．

普通充電

残
給電

空き
容量

残

走行 空き
容量

各システムでのＰＶ余剰電力吸収に関する特長
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10Ｖ２Ｈシステムの特長１） バッテリー消費の形態

ＥＶの走行消費電力は２.５kWh／日（２０ｋｍ／日走行を想定）

住宅の平均消費電力は１２.１kWh／日（ＰＶ自家消費を除く）

Ｖ２Ｈシステムは，走行と宅内給電の両方でバッテリー空き容量を確保

一日の
走行距離

電費
一日の

走行消費電力

２０

km

８.１

km/kWh(*1)

２.５
kWh

トータル
住宅消費電力
（年間）

ＰＶ自家消費除く
住宅消費電力
（年間）

一日の平均
給電可能量

５,９７０kWh
(*2)

４,４２０kWh
(*2）

１２.１
kWh

約５倍
■住宅の消費電力

■ＥＶの走行消費電力

(*2）後述，当社シミュレーション結果より

(*1)日産リーフ（40kWh）
WLTCモードを参照
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自宅で
自宅ＰＶ余剰剰電力吸収

外出先で
系統ＰＶ余剰電力吸収

Ｖ２Ｈシステムの特長２） 充電可能場所

ＥＶは「バッテリーを持ち運び」しているので，自宅でも，外出先で

も充電でき，自宅ＰＶ余剰電力と系統ＰＶ余剰電力の両方を吸収可能．

昼間吸収したＰＶ余剰電力を，夜間，自宅に給電
（給電によりＥＶバッテリー空き容量確保）
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シミュレーション条件（共通条件・比較対象）
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分電盤

ＳＢ

家庭用蓄電池

６kWh
（給電下限値20%）

普通
充電

■比較対象

■共通条件

SB6E40
６kWh家庭用蓄電池と
40kWhEV（普通充電）の組合せ

E40
40kWhEV（普通充電）のみ

V2E40
Ｖ２Ｈと40kWhEVの組合せ

入力

３kW 入出力

3kW

Ｖ２Ｈ

入出力

６kW

EV

40kWh 普通
充電

入力

３kW

EV

40kWh

EV

40kWh
（給電下限値50%）

項目 条件 備考（シミュレーション結果概要）

地域（区分，日射） ６地域，Ａ３地区 －

住
宅
仕
様

ＵＡ値 ０．６ －

ＰＶ容量 ６kW
発電量 ：６，５６４kWh／年
自家消費量 ：１，５５０kWh／年

エネルギー形態 オール電化，ＺＥＨ 住宅消費電力：５．９７０kWh／年

ＥＶ走行条件 ＊次ページ参照 走行距離 ：４，６８０ｋｍ／年
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1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

月

火 片道15km

水

木 片道15km

金

土

日
片道15km

14

ＥＶ走行時間帯 外出先ＥＶ充電時間帯（6kW普通充電）

シミュレーション条件（走行モデル）

天気のよい方で外出

■走行スケジュール

■参考
シミュレーション上の自宅ＰＶ発電量

発電量
内11-14時の

発電量

一日の平均 １８.０kWh ７.５kWh

■外出先ＥＶ充電の条件

11～14時の自宅ＰＶ発電量が平均(7.5kWh）
を上回る日のみ，外出先でＥＶ充電すること
とした．

[条件設定の目的]
上記条件で，周辺地域での系統のＰＶ余剰電
力を吸収できると想定．
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各
電
力
量
[k
W
h
]

時

E40 時間別年間合計

自宅ＰＶ発電量

宅内消費量

売電

外出先
ＥＶ充電

買電

ＰＶ余剰電力は
ほぼ売電

日没後は買電

E40 時間別年間合計電力状況（シミュレーション結果）

売電量：走行消費のみがＥＶバッテリー空き容量となるため，すぐに満充電となり，自宅

ＰＶ余剰電力は，ほぼ売電に回る．

買電量：給電機能がないため，日没後は全量買電となる．

外出先ＥＶ充電：ＥＶバッテリー空き容量が小さいため，外出先での充電量も少ない．

外出先での

ＥＶ充電量小
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各
電
力
量
[k
W
h
]

時

SB6E40 時間別年間合計

自宅ＰＶ発電量

給電

売電

外出先
ＥＶ充電

買電

11時以降
売電量増加

21時以降
買電量増加

SB6E40 時間別年間合計電力状況（シミュレーション結果）

売電量：走行消費のみがＥＶバッテリー空き容量となり，また家庭用蓄電池自体のバッテ

リー容量も小さいため，すぐに満充電となり，午前１１時以降売電量が増加．

買電量：家庭用蓄電池が放電下限値となり，２１時以降買電量が増加．

外出先ＥＶ充電：ＥＶバッテリー空き容量が小さいため，外出先での充電量も少ない．

宅内消費量
外出先での

ＥＶ充電量小
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各
電
力
量
[k
W
h
]

時

V2E40 時間別年間合計

自宅ＰＶ発電量

宅内消費量

給電

売電

外出先
ＥＶ充電

買電

売電抑制

買電抑制

外出先での

ＥＶ充電量大

V2E40 時間別年間合計電力状況（シミュレーション結果）

売電量：走行消費と宅内給電でＥＶバッテリー空き容量を確保できるため，自宅ＰＶ余剰電

力を吸収でき，売電量を抑制している．

買電量：ＥＶ大容量バッテリーより給電するため，買電量も抑制．

外出先ＥＶ充電：ＥＶバッテリー空き容量が大きいため，外出先での充電量も大きい．

買電抑制
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2/11（日）１日間のシミュレーション結果
各
電
力
量

[k
W

h
]

Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ
ー
残
量

[k
W

h
]

給電

売電

外出先
ＥＶ充電

買電

ＥＶバッテリー残量が多いため，
朝まで給電し，買電を抑制して
いる．

自宅ＰＶ発電量

宅内消費量

ＥＶバッテリー残量

ＥＶバッテリー空き容量が大きいため．
自宅ＰＶ余剰電力は，売電に回らずＥ
Ｖに吸収されている．

V2E40 時間別１日間電力状況（シミュレーション結果）
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20V2E40 時間別１日間電力状況（シミュレーション結果）

2/10（土）１日間のシミュレーション結果
各
電
力
量

[k
W

h
]

Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ
ー
残
量

[k
W

h
]

給電

売電

外出先
ＥＶ充電

買電

ＥＶが給電下限値（50%）に達
したため，Ｖ２Ｈシステムは給
電を停止．
買電が発生している．

ＥＶバッテリー空き容量が大きいため
外出先で６kW３時間の充電でき，
系統ＰＶ余剰電力を吸収できている．

ＥＶ外出のため自宅ＰＶ余剰
電力は，売電に回っている．

自宅ＰＶ発電量

宅内消費量

ＥＶバッテリー残量
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Ｖ２Ｈシステムの潜在能力評価 21

V2E40は
・売電量が約６８％減(E40比)となり，自宅ＰＶ余剰電力吸収の能力が確認できた．

・買電量が約６４％減(E40比)となり，自宅需要抑制の効果が確認できた．

・外出先ＥＶ充電量は約４倍となり，外出先での系統ＰＶ余剰電力吸収の能力が

確認できた．

E40 SB6
E40

V2E40

各電力量 年間合計

68%
減

E40 SB6
E40

V2E40
E40 SB6

E40
V2E40

売電量 買量量 外出先ＥＶ充電量

64%
減 ４倍
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まとめ

・Ｖ２Ｈシステムの潜在能力

前述より，Ｖ２Ｈシステムの「自宅ＰＶ余剰電力吸収」「自宅需要抑

制」及び「外出先での系統ＰＶ余剰電力吸収」に関する潜在能力が確

認できた．

以上より，Ｖ２Ｈシステムは自宅駐車時でも外出時でも，系統需給調整

に貢献できると考えられる．

23

・今後の期待

今後，ＥＶやＶ２Ｈの普及が拡大した場合，家庭電気料金のダイナミッ

クプライシング化により，ユーザーの行動変容を促すことで，系統需給

調整につながると想定される．




